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〔背景・ねらい〕 

LED光源の普及に伴い、耐熱性に優れたガラスレンズに代わり軽量な樹脂レンズへと素材
の代替が進んでいる。しかし、樹脂は成形時の熱変形が大きいため、寸法精度が高く、ひず

みの少ない製品を開発することが課題であった。この問題を解決するために、高精度に製品

形状を計測・評価する技術、内部ひずみを簡便に計測・評価する技術、光学シミュレーショ

ン等を用いた照明性能評価技術の開発を行った。また、それらの評価結果を用いて金型や製

造方法の改善に繋げる、実際の製品開発への応用を行った。 
 
〔成果の内容・特徴〕 

樹脂光学部品の開発には「形状計測」「光学計測」「照明工学」という複数の分野にまたが

る知識と評価技術が必要となる。この研究では、これらの各分野について以下の評価技術を

確立した。 
・大型樹脂レンズの高精度計測と、設計形状データへの応用技術（図１） 
・レンズ内のひずみや屈折率の乱れを光学的に計測する技術（図２） 
・光学シミュレーションによる照明性能評価手法 
これらの評価結果を相互に利用することで、製品開発の際に問題がどこにあるのかを迅速に

明らかにすることができ、効率的な製品開発が可能になった。 
 

〔成果の活用・留意点〕 

開発した評価技術は、県内企業の新製品開発や相談対応に利用されている。工業技術研究

所では、これらの分野横断的な技術を提供することで、県内企業の樹脂レンズ・光学部品産

業への進出を支援する。 

 

＊図、写真などについては次頁に添付をお願いします。 
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見込み形状

金型に
反映

設計形状(CAD)データ

誤差評価

比較
反映

製品形状データ

not設計形状, but リアル形状

「金型修正、成型条件検討」の
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「金型設計」のデータとし
て利用できます

成果①
大型レンズの高精度評価を
実現(誤差±0.8μm)

成果②
形状を再現したデータ作成を
実現（誤差±3.2μm）

成果③
形状誤差を見込んだ金型
設計データ作成が可能に

製品計測結果

 

図１ 形状計測と評価技術の開発過程への応用 

 

 

図２ レンズ断面の複屈折位相差 

赤い部分はひずみが大きく、熱が加わった際に変形する可能性があります 

 


